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※生徒会は現在新しい体制となっていますが、この取り組みをはじめた時の役職を記載しています。
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3月11日　東日本大震災発生

その時…
特
　
集

ニセコ中学校では大掃除の最中だった。
最初は揺れていることがわからず、「立ちくらみ？」かと思った。
長く続く揺れに、ようやく地震だと気づいた。
しかし、避難訓練のように行動することができなかった。
家に帰って東北の状況をテレビで知る。
「戦争を知らないが、戦争の後のようだ」
自分たちの安全な状況にホッとする一瞬もなかった。

心の中で何かが動き始めた。

誰のためとか頭に浮かんでこなかった。

ただ、心と身体が叫んでいた。

僕たちは何かやらないといけない、と。

生徒会副会長

3年　依田萌仁

活動をしようと決め動き出すまで、

すごいスピードでした。

始める前からみんなの気持ちが一つになっていました。

生徒会書記次長

3年　佐藤由唯

被災地のみなさんのために募金活動をする。

僕たちにできる活動はとても小さなことかもしれませんが、

「動くこと」が僕たちの使命だと確信していました。

生徒会会計

3年　佐竹瑞基



生徒会書記次長

3年　五十嵐愛

みんなが笑顔になってほしいと思いながら、

募金活動をしました。

募金活動は生徒会のメンバーだけではなく、部

活を休んで手伝ってくれた人や、募金をしてく

れた町民のみなさんなど、たくさんの人の協力

がありました。

募金活動を通して、人と人とのつながりを知り、

そのつながりは一つの道になっているんだと感

じることができました。

お
知
ら
せ

３月号 ３

特
　
集

ま
ち
づ
く
り
情
報
室
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私たちの活動する力や勇気にかえて

生徒会書記局が行う予定だった街頭募
金活動。しかし、部活動の仲間も協力
して、町内5箇所で行う活動となった。



広報ニセコ4

特
　
集

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

バスケットボール部

3年　高橋見弥

テレビで見た、たくさんの悲しい顔や苦しい表情、

大変な状況に衝撃を受けました。

「もし、自分がこうなったら」と思うと、

今の私にもできることを、

一生懸命やらなくてはいけないと思いました。

バレーボール部

3年　浦野はる奈

大きな声で呼びかけると、たくさんの人が募金を

してくれました。

3月はとても寒かったですが、被災地の人たちは

もっとつらい状況であると思うと、頑張ることが

できました。

募金には、いろいろな人の励ましの気持ちがたく

さん詰まっていると思います。
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集
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猛暑と節電のため苦しい生活を強いられてい
る被災地のみなさんを少しでも励まそうと、
ニセコ中学校生徒全員が、それぞれの気持ち
を込めた言葉をうちわに書き、岩手県大船渡
市末崎中学校へ送った。
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美術部

3年　岡崎芽生
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美術部

3年　新谷　悠
美術部

3年　目谷真里奈

末崎中学校からお礼の電話がきた時、

「ありがとう」の言葉に感動しました。

そして、僕たち「人間」はみんな心がつながって

いる、と気づきました。

被災地のみなさんを励ます活動の中で、

人と人がつながっていることに気づけたことは、

これからの将来に絶対に役に立つと思います。

生徒会副会長

3年　渡辺倫生
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１年　長尾亘季2年　金崎千晴
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生徒会会長

3年　青羽剣太郎

励まし、支援するための活動でしたが、僕たちは、

たくさんの人から逆に励まされ応援してもらいま

した。

僕はひとりではなく、みんなの中にあります。離

れていたり、全然知らない人だったり、地域や国

が違っても、人の心はつながっていることを知り

ました。

僕たちは、僕たちが作る未来に向かい、心のつな

がりや絆を信じ、僕たちの心の動くまま、熱い魂

を持ったまま歩み続けていきます。

「
被
災
地
の
み
な
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い
」

地
震
発
生
後
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

考
え
ま
し
た
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
力
を

合
わ
せ
れ
ば
何
か
で
き
る
。
私
た
ち
だ
っ
て
今
、
何

か
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
時
で
は
な
い
の
か
。
そ

ん
な
私
た
ち
の
熱
い
思
い
が
集
結
し
ま
し
た
。

３
月
の
街
頭
募
金
活
動
に
は
部
活
動
の
部
員
た
ち

が
練
習
を
休
み
、
街
頭
募
金
活
動
に
協
力
し
て
く
れ

て
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
校
生
徒
の
募

金
と
合
わ
せ
て
約
40
万
円
も
の
募
金
を
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
し
て
被
災
地
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。夏

に
は
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
被
災
地
の
み
な
さ

ん
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
う
ち

わ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、
岩
手
県
の
中
学
校

に
送
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
快
適
な
生
活
の
中
で
、
無
意
識
に
無

駄
遣
い
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
電
気
や
水
に
対
し
て
、

大
切
に
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
る
た
め
、

「
節
電
・
節
水
」
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
何
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
行
動
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
誰
か

に
言
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
心
が
思
う
ま

ま
に
動
い
た
こ
と
で
、
人
と
し
て
最
も
大
切
な
「
優

し
さ
」
を
素
直
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
て
の
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
、
町

内
外
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
行
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
セ
コ
中
学
校
生
徒
会
書
記
局
一
同



３月号 ９
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ま
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町の取り組みやお知らせを紹介するページです

登下校や通院、買い物などみなさんがふれあいシャトルを利用しやすいように、

4月1日から運行経路の一部を変更します。

変更のある路線を掲載しましたので、ぜひ参考にしてください。

また、早朝便のみや時間帯によっての変更箇所もありますので、

特にご注意ください。

詳しくは図面をご覧ください。

町民センター改修工事のため、移動していました

「町民センター前」のバス停は4月1日より使用で

きるようになります。

なお、バス時刻の変更はありません。

●新設するバス停

●移動するバス停

※4月1日からの新しい時刻表は、3月末に新聞折り込みでお届けします。また、役場でも配布をします

平成24年4月1日から
「ふれあいシャトル」の
運行経路を変更します！

バス停名 利　用　路　線

竹　内

谷

倉　地

都　築

フォレスト
アベニュー

元町近藤線（早朝便）

元町近藤線（循環線）※平日一部路線

元町近藤線（早朝便）

元町近藤線（循環線）※平日一部路線

曽我東山有島線（早朝便）

曽我東山有島線（循環線）

西富福井線１（早朝便）

西富福井線１（早朝便）

バス停名 利　用　路　線

高　橋
宮田里見線（早朝便）

宮田里見線（循環線）

●経路変更により未使用となるバス停

バス停名 利　用　路　線

芳　賀

※循環線は使用

北栄分岐点

※循環線は使用

福井西

※循環線は使用

曽我東山有島線（早朝便）

曽我東山有島線（早朝便）

宮田里見線（早朝便）
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【循環線変更箇所図】

平成24年3月31日まで 平成24年4月1日から

➡

曽我東山有島線

➡

元町近藤線平日午後第2便の変更

➡

元町近藤線平日午後第1便の変更



３月号 11
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ま
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り
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町の取り組みやお知らせを紹介するページです

平成24年3月31日まで 平成24年4月1日から

➡

宮田里見線

➡

元町近藤線

➡

曽我東山有島線

【早朝便変更箇所図】
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平成24年3月31日まで 平成24年4月1日から

➡

西富福井線1

➡

西富福井線1

■ふれあいシャトルに関する問合せ／

ニセコバス㈱ ☎0136-44-2001



ま
ち
づ
く
り
情
報
室

３月号 13

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです

日頃からしっかりと
確認しておきましょう 119番！

119番通報から出動まで
＜火事・救急・救助・災害＞

羊蹄山ろく消防組合では高機能消防指令システムを導入し、管轄する７カ町村（倶知安町、蘭越
町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極町）の119番通報のすべてを倶知安町にある消
防本部指令室で受付することになりました。
このシステムは平成24年3月1日から試験運用を開始し、平成24年4月1日から本運用となります。
これを機会に119番通報のやり方を確認しておきましょう。

②消防本部指令室へ入電、受付

電話をすると指令室から発信者情報を自動的に特定し、速やかにニセコ支署へ出動命令しま
す。この時、正確な情報を知らせるため、必ず姓名と住所を伝えましょう。

良い例 「ニセコ町字富士見47番地のニセコ太郎です。救急車をお願いします。」
悪い例 「本通７町内のニセコだけど、救急車をお願いします。」

③消防車または救急車が出動

電話を受付中に出動準備をし、ニセコ支署から消防車や救急車が出動します。

119番へ電話受け付け中に消防車や救急車は出動します。あわてずに質問に答えましょう。

➡
➡

①ニセコ町内で一般電話や携帯電話、ＦＡＸから119番通報

119番通報は局番はいりません。そのままかけましょう。
また、FAXによる119番通報も可能になりました。
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高機能消防システムが導入されると
こんなことができるようになります

●総合型位置情報通知システム
119番通報者の位置が司令室のコンピュータ

ー画面に表示し、発信位置の確認がスムーズに

なり、消防車や救急車の出動が迅速に行うこと

ができるようになります。

ただし、携帯電話の機種や通報場所により、

通知される位置情報が正確な位置を特定できな

い場合があります。

●ＦＡＸ119番通報受信
会話が困難な人は電話での119番通報は難しかったと思いますが、この新しいシステムでは

FAXを使用した119番通報が受信できるようになります。

FAX119番通報の用紙はニセコ支署に用意しておりますので、ご利用ください。

●災害時自動案内装置
羊蹄山ろく消防組合管内で発生中の火災等の情報が自動案内で聞けるようになります。

案内の内容

災害の種別・発生場所の住所、出動中の活動状況

自動案内専用番号　0136-22-6655

■119番通報システムの問合せ／

羊蹄山ろく消防組合本部通信指令係

☎0136-22-2822

羊蹄山ろく消防組合ニセコ支署広報係

☎0136-44-2354



ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
の
放
送
は
、

24
時
間
行
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

月
〜
金
曜
日
は
４
時
間
、
土
曜

日
は
３
時
間
の
生
番
組
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
番
組
は
再
放
送
し
ま
す
の
で
、

聞
き
逃
し
た
人
も
再
度
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

朝
の
番
組
で
は
、
天
気
予
報

や
ニ
ュ
ー
ス
の
拾
い
読
み
、
役

場
や
農
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
そ
の
日
に

役
立
つ
情
報
を
中
心
に
放
送
し

昨
年
９
月
か
ら
ニ
セ
コ
駅
前

で
建
設
し
て
い
た
放
送
局
舎
は

２
月
末
で
完
成
し
、
現
在
、
放

送
に
必
要
な
機
器
の
設
置
と
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
施
設
の
整
備
も
予
定
通
り
進

ん
で
お
り
、
３
月
中
旬
か
ら
は

試
験
電
波
が
送
信
で
き
る
予
定

で
す
。

試
験
放
送
で
は
音
楽
な
ど
を

流
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
実
際
に
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
試

験
の
結
果
に
よ
り
最
終
的
な
許

可
を
受
け
、
３
月
31
日
か
ら
本

放
送
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
の
放
送
は
、

㈱
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会

が
行
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
で
は
、
放
送
を
担

当
す
る
社
員
を
新
た
に
２
名
採

用
し
、
３
月
の
放
送
開
始
に
向

け
、
番
組
作
り
や
放
送
局
運
営

の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
２
名
は
、
三
角
山

放
送
局
（
札
幌
市
西
区
）
で
研

修
を
受
け
て
お
り
、
開
局
し
て

か
ら
は
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
の
「
朝

の
声
」「
昼
の
声
」
と
し
て
、
み

な
さ
ん
に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ

う
必
死
で
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

町の取り組みやお知らせを紹介するページです

３月号 15

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

地域情報を伝える
「ラジオニセコ」が開局します

3月末から放送開始

＜施設整備費の概要＞
実施設計等 624万円
放送局舎建設 5,895万円
放送設備整備 3,460万円
備品など 403万円
防災ラジオ 2,170万円
計 1億2,552万円

ラジオニセコの番組表（予定）
【ラジオニセコ　76.2MHｚ】

ま
す
。
午
後
の
番
組
で
は
町
内

で
活
動
し
て
い
る
「
人
」「
団
体
」

や
学
校
、
商
店
な
ど
か
ら
の
情

報
も
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
慶

弔
情
報
は
親
族
な
ど
が
希
望
さ

れ
た
場
合
に
放
送
し
て
い
き
ま

す
。ラ

ジ
オ
ニ
セ
コ
で
は
、
み
な

さ
ん
が
知
り
た
い
、
知
ら
せ
た

い
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
の

で
、
情
報
提
供
や
番
組
出
演
な

ど
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

00:00
～

12:00
～

14:00
～

17:00
～

18:00
～

20:00
～

09:00
～

15:00
～

07:00
～

音楽

朝の番組（2時間）
天気予報、ニュース、JA情報など

（生放送)

朝の番組の再放送
（2時間）
音楽番組

(自主製作番組)
午後の番組（2時間）
商店、団体、学校などの情報

（生放送)
音楽番組

(自主製作番組)
午後の番組の再放送

（2時間）

音楽

音楽

公開番組
(再放送)

13:00～16:00
公開番組
(生放送)

観光番組 観光番組(再)
音楽

観光番組(再) 観光番組(再)

観光番組(再)

観光番組(再)

音楽(ランダム)

音楽

音楽

音楽

音楽

音楽

音楽

時間 月～金曜日 土曜日 日曜日



日
本
は
災
害
の
多
い
所
で
す
。

首
都
圏
や
東
北
地
方
と
は
比
べ

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ニ
セ
コ
で
も

災
害
な
ど
の
脅
威
が
あ
る
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
急

時
に
正
確
か
つ
迅
速
に
情
報
を

み
な
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

今
回
、
町
で
は
防
災
ラ
ジ
オ

の
貸
与
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ラ

ジ
オ
に
は
自
動
起
動
す
る
機
能

が
あ
り
、
緊
急
時
に
は
役
場
か

ら
の
信
号
を
受
け
大
音
量
で
放

送
を
行
い
ま
す
。
緊
急
地
震
速

報
な
ど
国
か
ら
の
警
報
に
も
連

動
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
に
は
時
間
差
な
く
注
意
を
呼

び
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緊
急
放
送
は
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
を

使
っ
て
放
送
し
ま
す
の
で
、
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
通
常
の
ラ
ジ
オ
は
、

緊
急
信
号
を
受
信
し
て
も
自
動

的
に
起
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
緊
急
時
の
情
報
伝
達
を

確
保
す
る
た
め
に
は
身
近
に
防

災
ラ
ジ
オ
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
貸
し
出
し

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
込
方
法
は

こ
の
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
と
一
緒

に
配
布
さ
れ
た
防
災
ラ
ジ
オ
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
ジ
オ
の
使
い
方
は
貸
出
し

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
も
防
災

ラ
ジ
オ
を
配
備
し
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

町
で
は
一
世
帯
に
１
台
を
基

本
に
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
貸
し

し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
貸
与
対
象
者
】

・
住
民
登
載
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
※
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

・
町
内
で
営
業
し
て
い
る
事
業

所
や
団
体
な
ど

【
貸
与
す
る
機
器
】

・
防
災
ラ
ジ
オ
と
簡
易
ア
ン
テ
ナ

※
受
信
状
況
に
よ
り
屋
外
ア
ン

テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
申
込
方
法
】

申
込
書
に
記
入
し
て
行
政
推

進
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
（
行

政
推
進
員
は
各
自
治
会
分
を
取

り
ま
と
め
て
、
役
場
へ
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。）

【
受
け
取
り
】

・
ラ
ジ
オ
の
受
け
取
り
は
３
月

20
日
か
ら
３
日
間
は
公
民
館

で
、以
降
は
役
場
で
行
い
ま
す

・
事
情
に
よ
り
、
公
民
館
へ
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
は
、

ラ
ジ
オ
を
宅
配
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す

・
高
齢
者
な
ど
に
は
、
ラ
ジ
オ

を
宅
配
し
設
置
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
合
せ
】

企
画
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
推
進
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
前
原
・
茶
谷

まちづくり情報室
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情
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情
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防
災
ラ
ジ
オ
を

無
償
で
貸
与
し
ま
す

今今今今月月月月のののの町町町町民民民民セセセセンンンンタタタターーーー改改改改修修修修工工工工事事事事
新しく生まれ変わった町民センター
親しみのある愛称を募集します！

町
民
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
ま

で
い
よ
い
よ
１
か
月
を
切
り
ま
し

た
。
工
事
は
３
月
９
日
に
完
成
、

備
品
な
ど
も
21
日
ま
で
に
納
品
さ

れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
新
し
い

町
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
た
め

の
予
約
は
、
３
月
中
旬
こ
ろ
か
ら

受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
工
事
の
検
定
が
終
了
し

た
後
に
、
み
な
さ
ん
に
施
設
を
見

て
も
ら
う
、
内
覧
会
を
３
月
の
中

旬
こ
ろ
に
開
催
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

愛
称
募
集

人
々
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
た

め
の
「
集
い
」
の
中
心
の
場
と
な

る
新
し
い
ニ
セ
コ
町
民
セ
ン
タ
ー
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
身
近
で
親

し
み
の
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
、

町
民
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
期
間
／
３
月
９
日
㈮
ま
で

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
愛
称

と
、
そ
の
理
由
を
記
入
し
て
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
便
な
ど
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い

■
選
考
と
表
彰
／
応
募
さ
れ
た
名

称
の
中
か
ら
１
点
を
選
び
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
人
に
は
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す

■
そ
の
他
／

・
一
人
何
点
で
も
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

・
応
募
用
紙
は
役
場
窓
口
、
ニ

セ
コ
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

３
月
の
駐
在
員
配
布
文
書
、

新
聞
ち
ら
し
折
り
込
み
な
ど

で
配
布
し
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
生
活

課
町
民
生
活
係
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２
月
１
日
、
第
４
回
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
倉
庫
群
の
運
営

に
つ
い
て
必
要
な
ル
ー
ル
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

３月号 17

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです

○
倉
庫
群
が
担
う
べ
き
機
能

展
開
方
針
に
基
づ
い
て
倉
庫

群
が
担
う
べ
き
機
能
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
例
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

・
地
域
の
歴
史
、
文
化
や
「
農

と
食
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
ニ
セ
コ
の
紹
介

・
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス

・
情
報
交
流
ス
ペ
ー
ス

・
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
も
の
づ

く
り
工
房

・
音
楽
・
演
劇
活
動
・
講
演
会

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス

・
農
産
物
の
加
工
、
実
習
体
験
、

倉
庫
群
再
活
用
の
基
本
設
計（
案
）

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
再
活
用
の
展
開
方
針

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
倉

庫
群
再
活
用
の
取
り
組
み
の
方

針
が
導
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ニ
セ
コ
ら
し
い
活
用
を
図
る

・
人
と
人
が
ふ
れ
あ
え
る
交
流

を
育
む

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る

・
町
内
の
各
施
設
・
活
動
な
ど

と
連
携
・
連
動
す
る

・
継
続
性
の
あ
る
民
間
主
体
の

運
営
と
す
る

参
加
者
か
ら
は
、
ニ
セ
コ
な

ら
で
は
の
倉
庫
群
と
し
て
目
指

す
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
ニ
セ
コ
ら
し
さ
を
大
切
に
し

よ
う

〜
農
業
と
観
光
が
し
っ
か
り

結
び
つ
く
場

〜
冬
・
雪
・
山
・
自
然
・
昔

の
良
さ
な
ど
を
活
か
す

〜
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
こ
だ
わ
る

・
ニ
セ
コ
の
素
材
や
人
材
を
活

用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

・
雰
囲
気
を
こ
わ
さ
な
い

〜
色
彩
・
看
板
・
照
明
・
音

楽
な
ど
に
配
慮
す
る
　

・
癒
さ
れ
る
場
、
旅
人
を
あ
た

た
か
く
迎
え
て
く
れ
る
場
、

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い

・
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
よ
う

〜
地
域
の
人
々
と
観
光
客
な

ど
の
ふ
れ
あ
い
の
場

〜
除
雪
や
雪
下
ろ
し
を
み
ん

な
で
や
ろ
う

・
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

・
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し

い
こ
と
や
時
代
の
流
れ
に
も

合
わ
せ
る
　
　
　
な
ど

２
月
17
日
、
第
４
回
の
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
第
４
回
意
見
交

換
会
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

中
央
倉
庫
群
再
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
ニ
セ
コ
駅
前
に
あ
る
、
よ
う
て
い
農
業
協
同

組
合
な
ど
が
使
用
し
て
い
る
倉
庫
群
を
、
住
民
の
み
な
さ
ん

や
観
光
客
が
集
う
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
計
画
を
作
成

し
て
い
ま
す

第
４
回
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た

第
４
回
検
討
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た

図1：整備のプロセス（案）

平成23年度　基本設計、不動産鑑定評価

平成24年度　劣化･耐震性調査など

平成25年度　実施設計、土地･建物の買収

平成26～27年度　改修工事

事業費677万円　うち国からの交付金252万円

事業費795万円（予定） うち国からの交付金（未定）

劣化・耐震性調査の結果などにより事業費が算定さ

れます

実施設計により事業費が算定されます

意見交換会の様子―参加したみなさんは、
倉庫群が目指すべき姿について、意見を交
わしました
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も
設
け
る
予
定
で
す（
図
２
）。

○
事
業
の
進
め
方

倉
庫
群
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
収
支
の
状
況
や
各
建
物
の

規
模
、
特
徴
な
ど
に
応
じ
て
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
段
階
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
利
用
状
況
な
ど
を
検
証

し
た
う
え
、
事
業
内
容
の
見
直

し
を
行
っ
て
、
時
と
共
に
進
化

す
る
倉
庫
群
を
目
指
し
て
い
く

予
定
で
す
（
図
３
）。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

こ
れ
ら
の
基
本
設
計
（
案
）

に
つ
い
て
、
委
員
の
み
な
さ
ん

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

・
町
民
セ
ン
タ
ー
や
体
育
館
と

機
能
が
重
な
る
部
分
を
住
み

分
け
て
、
倉
庫
群
の
個
性
を

出
し
て
い
っ
て
欲
し
い

・
収
支
の
検
討
が
不
足
し
て
い

る
。
今
後
、
き
ち
ん
と
議
論

す
る
必
要
が
あ
る

・
自
活
の
た
め
に
稼
げ
る
シ
ス

テ
ム
が
必
要
。
町
民
の
た
め

の
場
所
で
は
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ

と
の
連
携
な
ど
、
違
う
角
度

か
ら
見
て
み
る
必
要
も
あ
る

・
観
光
客
を
ひ
き
つ
け
る
何
か

が
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
に

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
場
所

に
な
れ
ば
人
は
来
る
。
う
ま

く
い
け
ば
新
し
い
ニ
セ
コ
の

魅
力
に
つ
な
が
る
　
な
ど

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

な
お
、
検
討
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
検
討
委
員
会
で
の

検
討
結
果
を
受
け
て
基
本
設
計

（
案
）
を
修
正
し
た
う
え
で
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞

き
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
24
年
度
以
降

も
倉
庫
群
再
活
用
に
む
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

倉
庫
群
再
活
用
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
崎
・
金
澤
・
向
田

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
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ご
意
見
・
お
問
合
せ

図2：運営の形態（案）図3：事業の進め方（案）

できるところから段階的に進めることも想定して
います

貯
蔵
・
熟
成
、
販
売
な
ど

・
子
ど
も
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス

・
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
　
　
　
　
　
　

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
　

○
整
備
の
プ
ロ
セ
ス

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
か
け

て
、
再
活
用
に
向
け
た
倉
庫
群

の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。
こ

の
事
業
は
、
国
の
「
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
」
と
し

て
、
事
業
費
の
中
で
交
付
金
の

対
象
と
な
る
部
分
の
う
ち
、
一

定
の
割
合
を
国
が
負
担
し
、
残

り
を
町
が
負
担
す
る
予
定
で
す

（
図
１
）。

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

○
運
営
の
形
態

町
が
整
備
し
た
倉
庫
群
で
は
、

管
理
・
運
営
を
民
間
が
行
う「
公

設
民
営
」
に
よ
り
、
町
の
費
用

負
担
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と

と
も
に
、
民
間
の
自
由
な
発
想

や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
10
年
、

20
年
と
継
続
が
可
能
な
運
営
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

運
営
内
容
を
評
価
す
る
委
員
会

ニーズの把握による改善
（段階的計画による成長）

原則有料で利用
（使用料など）

原則無料、一部有料で利用
（物販・飲食などは有料）
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今年で58回目を迎えた、全町児童生徒スキー大会

がニセコビレッジスキー場で行なわれました。

この日は、スキー板で雪面を踏むたびに「キュッキ

ュッ」と鳴るほど気温がとても低く、また時より強風

が吹くなどあいにくのコンディションでしたが、子ど

もたちは鋭いターンや、風の抵抗を受けないために小

さくなって滑るなど、日ごろの練習の成果を十分に発

揮していました。また、滑り終わった選手たちは、次

に滑り降りてくる友だちへ大きな声援をおくっていま

した。

競技終了後は、ニセコライオンズクラブ提供による

温かいスープが、子どもたちの冷えた体を温めていま

した。

寒さに負けずに元気に！
全町児童生徒スキー大会

ニセコ町加工研究会（代表菊地昌

子さん）は、毎年この時期に自宅で

使う味噌を作っています。

今年も、みなさんに味噌の作り方

を知ってもらい、地産地消の活動な

どを理解してもらうきっかけとして、

味噌作り教室を開催しました。

教室には、外国人のコックさんな

ど合わせて約30名が参加しました。

前日から水に浸して柔らかく煮た大

豆をすり潰し、麹や塩を入れて作る

手作り味噌。加工研究会のメンバー

からアドバイスを受けながら、気持

ちを込めて作っていました。

自分で作った味噌がどのような味

になるのか楽しみですね。

長年、ニセコ町議会議員として地方
自治の発展に貢献された、関谷弘さん
（字本通）が旭日単光章を受章されま
した。
関谷さんは議会議員以外にも、平成

5年から23年までの間、老人クラブ
連合会の会長として、高齢者の生きが
い作り活動などにも貢献されました。
受章おめでとうございます。

1年後が楽しみ
味噌作り教室開催

長年の功績をたたえて

大豆をすりつぶすのは大変です。みんなで交代しな
がら楽しく作ります

子どもを連れた若いお母さんも参加し、味噌の作り
方を習いました

………2月8日…………2月7日

……………2月10日

関谷さんは88歳。元気に趣味のカラオケなどを楽しんでい
ます

真剣な表情でゴールを目指す、
萬谷亮太くん（ニセコ小2年）

一生懸命、そして楽しく滑
りきることを宣誓した恒石
恵利華さん（ニセコ中1年）

中学生にもなると、悪コンディションでも鋭いターンで滑り降りてきます

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
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ニセコライオンズクラブと教育委

員会は今年度から国際感覚のある人

材を育成することを目的に、ニセコ

高校生を海外へ短期間語学留学に派

遣することにしました。

今年派遣されたのは、1年生の

佐々木野乃子さん。初めての海外に

出発前は不安な気持ちになったよう

ですが、8日間の期間をひとりで過

ごすことで、積極的に挑戦すること

の大切さや、挑戦することで不安を

打ち消すことができること、言葉が

通じなくても案外なんでもできるこ

となど、新しい発見をすることがで

きたそうです。

次は、もっと英語を勉強して友だ

ちを見つけ、交流を深めることがで

きたらと思っているそうです。

挑戦するチャンスに感謝
ニセコ高生海外短期留学

……2月6日

小学校へ入学する子どもの一日体

験入学が行なわれました。

今年4月に1年生になる予定の子

どもは、近藤小に1人、ニセコ小に

34人の合計35人。

一日体験入学では、大きな学校や

たくさんの教室に驚きながらも、も

う少しで通うことになる学校での楽

しい生活を思い描いていました。

わくわくドキドキ
もう少しで1年生

ニセコ町建設業協会による、町内に

住む高齢者住宅の除雪のボランティア

活動が行なわれました。

大雪と寒い日が続き、屋根や住宅の

周りにはたくさんの雪が積もっていま

すが、建設業協会のメンバーは手際よ

く屋根の雪下ろしを行い、重機を使っ

て住宅周辺の雪を取り除いていまし

た。

また、消防団などの町内のさまざま

な団体も除雪ボランティアを行なって

います。

地域の困りごとに対して、地域のみ

なさんで解決に向けて積極的に行動す

る取り組みは、これからとても重要に

なります。

高齢者の雪の悩みを解決
除雪ボランティア活動

毎週月曜日に公民館で行なわれて

いる、放課後に小学生が集まって遊

び学ぶ場「放課後子ども教室」で、

ペットボトルからミニスキーを作り、

スロープを滑る体験イベントが行な

われました。

ペットボトルを半分に切り、ガム

テープで切り口を保護して、締め具

代わりにゴムをつけたペットボトル

ミニスキー。子どもたちは30分ほど

よく滑って楽しいぞ！
自分で作ったミニスキー…2月6日

で上手に作成しました。

その後、自分で作ったスキーを持

ち、ニセコ小学校グラウンドの特設

スロープで初すべりをしました。

ミニスキーは子どもたちが想像し

ていた以上に良く滑り、始めはなか

なか上手に滑ることができずに転ん

でばかりでしたが、何度も転ぶ中で

滑るコツを掴んだ子どもや、しゃが

んで滑る子ども、手をつないで滑る

など、自分なりの滑り方を見つけ、

歓声をあげてペットボトルミニスキ

ーを楽しんでいました。

小学生のお兄さんお姉さんと一緒に先生のお話を真剣に聞
く子どもたち

住宅周辺はショベル車を使って綺麗に雪を取り除いてい
きます

屋根を傷つけないように慎重に、しかし素早い除雪はさ
すがです

海外研修先のオーストラリアの英会話学校にて。中

央が佐々木さん

転ばないように、バランスをとって慎重に。
小田鉄万くん（ニセコ小1年）

自分で作ったスキーを持って、いざ出発！

子どもたちは暗くなるまで何度も坂を滑り降り楽しみま
した

ま
ち
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話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題



私は今回、実績発表大会の全

道大会に参加させていただいた

農業クラブ会長の真野慎也です。

全道大会は自分にとって初め

ての行事であり、先輩の活動を

見る最後でもありました。今年

度は自分が会長となって農業ク

ラブを運営していくというプレ

ッシャーや不安を抱えながらも、

先輩の行動を見て学ぶ機会があ

りました。

クラブ発表を始めほかの班も

結果を残すことができませんで

したが、私はニセコ高校の発表

が一番良かったと思っています。

今回の全道大会は自分自身が

成長でき、そして視野が広がっ

た大会でした。私たちを応援、

支援していただきました町民の

みなさんへ感謝とお礼を申し上

げます。

全道実績発表大会を終えて
農業クラブ会長　2年

真野　慎也

正
月
に
孫
達
の
来
て
津
波
の
よ
う
財
布
の
中
は
何
も
残
ら
ず

林
　
　
ミ
ヨ

降
り
積
る
雪
の
中
庭
綿
帽
子
か
ぶ
り
て
静
か
平
和
な
世
界

斉
藤
　
敬
子

大
雪
と
寒
波
厳
し
い
こ
の
冬
も
い
つ
か
は
春
に
な
る
は
ず
だ
か
ら

山
崎
　
英
文

姑
の
齢
越
え
て
身
を
き
る
寒
の
水

工
藤
き
く
ゑ

蝦
夷
富
士
の
眠
る
山
里
初
明
か
り

巾
下
　
正
子

片
方
と
な
る
手
袋
の
多
き
か
な

亀
田
　
禮
子

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます

農業
クラブ
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私

の

意

見

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
紹
介
し
ま
す

【
質
問
】

ニ
セ
コ
町
に
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
開
局
す
る
と
聞

い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ラ

ジ
オ
と
友
達
に
な
り
長
い
年
月
が
た
ち
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
聴
く
た

び
心
が
幸
せ
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ

が
長
く
続
く
よ
う
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、「
そ
よ
か
ぜ
通
信
」
の
よ
う
に
地
域
の

情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
か
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
地

域
の
情
報
も
伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

【
回
答
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
市
町
村
を
エ
リ
ア
と

す
る
小
さ
な
放
送
局
で
す
。
現
在
、
放
送
の
準

備
を
進
め
て
い
る
「
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
」
は
ニ
セ

コ
町
内
を
放
送
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
町
民
が

必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
中
心
に
伝
え
て
い
く

予
定
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で
は
、
大
き

な
放
送
局
で
は
伝
え
き
れ
な
い
よ
う
な
身
近
な

情
報
を
放
送
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
生
活
や
地
域
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

情
報
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、３
月
20
日

か
ら
み
な
さ
ん
に
貸
出
し
を
始
め
る
「
防
災
ラ

ジ
オ
」
は
、
災
害
な
ど
緊
急
時
に
は
自
動
的
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
い
ち
早
く
情
報
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

情
報
伝
達
手
段
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
の
運
営
は
ニ
セ
コ
リ

ゾ
ー
ト
観
光
協
会
が
行
な
い
ま
す
。
現
在
、
開

局
に
向
け
最
終
的
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
は
聞
く
だ
け
の
ラ
ジ
オ
で
は
な

く
、
参
加
す
る
ラ
ジ
オ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
聞
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

推
進
係
　
　
☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
前
原

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

地
域
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
ほ
し
い
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幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
季
折

々
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行

事
の
由
来
を
伝
え
、
楽
し
く
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
と
一
緒
に

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
の
節
分
で
も
、
鬼
の

お
面
や
金
棒
、
ぶ
つ
け
る
豆
な
ど
、

年
齢
の
発
達
に
あ
っ
た
内
容
で
製

作
を
し
ま
し
た
。

「
豆
ま
き
を
し
て
、
自
分
の
中

に
住
ん
で
い
る
泣
き
虫
や
悪
い
鬼

を
追
い
払
お
う
ね
」
と
担
任
の
お

話
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
を
持
ち
、

真
剣
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

子育てTopics

行
事
に
む
け
て

このコーナーでは毎月子育てに関する
さまざまな活動や情報を紹介します

にこにこ

「お母さんのおっぱいは、子どもにとって心と体の一番の栄養
です」親も子もかけがえのない時間

上手に鬼は作れるかな？真剣な表情で作成するきつね組の子どもたち

お
っ
ぱ
い
タ
イ
ム
は
「
し
あ
わ

せ
タ
イ
ム
」
と
題
し
て
、
母
乳
育

児
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
抱
っ
こ
法

協
会
公
認
ホ
ル
ダ
ー
の
津
野
宏
子

さ
ん
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

授
乳
タ
イ
ム
は
肌
と
肌
が
密
着

し
、
親
子
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に

な
る
貴
重
な
時
間
で
す
。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
は
、

信
頼
関
係
や
愛
着
関
係
を
築
く
上

で
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
お
っ
ぱ

い
で
も
ミ
ル
ク
で
も
抱
っ
こ
し
て

目
を
合
わ
せ
、
気
持
ち
を
通
い
合

わ
せ
る
事
が
大
事
で
す
ね
。

幼　児
センター

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：浦野・酒井
☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725

●幼児センターホームページ
http://www.town.niseko.lg.jp/youji/

FAX

子
育
て
講
座

「
母
乳
に
つ
い
て
」

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

おひさま

1月26日

家庭で使わなくなった子ども服や子ども用品を

持ち寄りリサイクルしましょう。

☆日時／3月16日㈮

午前9時30分～

☆場所／子育て支援センター

☆お問い合わせは下記まで

人に見せたり触れさせたりしてはいけない部分が

ある事、赤ちゃんはどこから来るの？と質問された

時の答えなど、家の中で性の話しがスムーズにでき

ていますか？

幼児期から家庭の中で大事な話しができるような

環境づくりをしましょう。

☆日時／3月15日㈭ 午前10時から

☆場所／幼児センター

☆講師／佐藤クニさん

（レッドリボンさっぽろ）

☆申込期限／3月9日㈮まで

☆詳しい内容や申し込みは左記まで

リサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせリサイクルバザーのお知らせ
子育て講座

「親子で伝え合う生と性」
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「ブックスタート」
乳幼児健診会場にて、たくさんの絵本に親
しむ子どもたちとお母さんの様子

「あそぶっくらぶ」
今回はバレンタインデーのカード作り。
大好きな人に渡すため、心をこめてカードに
メッセージを書きました

No.108

●本の展示
2／25～3／22 『ベストリーディング』特集

昨年の4月から「あそぶっく」で貸出回

数の多かった本をまとめて展示します。

●趣味の展示
3／1～3／15 トールペインティング、ほか

（池田ひろみさん）

3／16～3／31 書（書友会）

展　示
●あそぶっく講座「中国・京劇入門」
中国の伝統的な古典演劇である戯曲（北京オペラ）

の魅力を余すところなく紹介していただきます。
日時／3月11日㈰ 午後2時から3時
場所／あそぶっく「コミュニティールーム」
講師／柯逸陽（クー・イーヤン）さん

●あそぶっく講座「日本語になった外
来語と外国語になった日本語」
私たちが普段使っている外来語はいつどこから来た

のでしょうか。外国語になった日本語の例なども見な
がら、参加者のみなさんと言葉について考えます。
日時／3月25日㈰ 午後2時から3時
場所／あそぶっく「コミュニティールーム」
講師／エヴァ　ハスラウアーさん

●「あそぶっく」へのご支援のお礼
2011年度、「あそぶっく」ではニセコライオンズク

ラブさんをはじめとする団体のほか、いつも「あそぶ
っく」を利用してくださる皆さまからたくさんのご寄
付や寄贈本などをいただきました。
ライオンズクラブさんからの寄付金3万円は児童書の

購入資金として、また、皆さまからいただいた地域支
援券は合計枚数が500枚にもなり、それらは「あそぶ
っくらぶ」の活動に使う文房具や活動費の一部などと
して使わせていただきました。
皆さまからのご支援に心よりお礼申し上げます。

お知らせ

おすすめ本紹介

●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 第4金曜日

祝日　年末年始
☎0136-43-2155 0136-43-2156
http://www13.ocn.ne.jp/̃asobook/

FAX
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新着本紹介

50代にしておきたい17のこと 本田健 贖罪の奏鳴曲 中山七里 りんご畑の特別列車 柏葉幸子　　

傷みにくいお弁当＆作りおきおかず 武蔵裕子 北の五稜星 植松三十里 おもちのきもち かがくいひろし

日々のおしゃれ 内田彩仍 ジョン・マン　大洋編 山本一力 恐竜の世界 メアリー・ポープ・オズボーン

実 用 書 読 み 物 児 童 書 ・ 絵 本

新着本はこのほかにもたくさんあります。「あそぶっく」でご確認ください。

だ よ り

『動物園ものがたり』
山田由香作　高野文子絵（くもん出版）

動物園にはたくさんの動物たちがいて、世話をする

飼育員もいます。そして毎日、大勢の人がやってきま

す。同じ動物をみていても、それぞれが違う想いを抱

いているのですね。動物

にも人にも、思いやりが

持てそうな気がします。



健康診査の申込み
受付中です

山本保健師

健康づくり
だより
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

保健福祉課　
健康づくり係
☎0136-
44‐2121
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

字曽我 互　　　奏
かなえ

ちゃん
★1月10日生　（優さん＝新さん）

字曽我 佐藤　碧乃
あおの

ちゃん
★1月12日生　（雅哉さん＝みどりさん）

字本通 樋口　雄太
ゆうた

くん
★1月13日生　（範幸さん＝理恵さん）

字東山 瀧澤　朔人
さくひと

くん
★1月27日生　（達さん＝里絵子さん）

字豊里 岡室　結布
ゆ う

ちゃん
★2月7日生　（淳さん＝奈緒さん）

字曽我 影山　大耀
たいよう

くん
2月7日生　（友規さん＝真由美さん）

9月16日〜10月15日
住民係窓口届出分

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ごめいふくを

おいのりします

字有島 金子　やへさん
（満95歳） 2月5日

字ニセコ 三浦　豊志さん
（満89歳） 2月6日

字西富 林　　光弘さん
（満92歳） 2月8日

字本通 高橋 きぬさん
（満81歳） 2月12日

住民係窓口受付分

月
生
ま
れ

3

矢田　恵大
けいた

くん
（14日）字福井
（英和さん＝亜紀さん）
「大きくなってね」

久保　大和
やまと

くん
（28日）字中央通
（守さん＝江梨香さん）
「元気で優しい子に

なってね」

㈭
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
み
に
関
す
る
詳
細
は
、
申
込
書

と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
日
程
表

・
注
意
事
項
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
に
的
を
絞
っ
た
、
特
定
健
康

診
査
を
各
医
療
保
険
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
で
町
の
検
診
を
受
診

し
た
い
人
は
、
職
場
を
通
じ
て
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
団
体
へ
、

特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
発
行
手

続
き
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
40
歳
未
満
の
人
、
国
保
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
人
は
手
続
き
不

要
で
す
。）

ぜ
ひ
家
族
で
一
緒
に
町
で
行
な
う

検
診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

40
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
は

人
間
ド
ッ
ク
も
受
け
ら
れ
ま
す

国
保
加
入
者
の
人
に
は
人
間
ド

ッ
ク
受
診
の
選
択
も
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
か
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
の
申
込
み
を
受
付
中
で
す

町
で
は
、
特
定
健
康
診
査
と
各

が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ
て
、
で

き
る
だ
け
一
日
の
受
診
で
済
ま
せ

る
よ
う
に
計
画
し
、
年
間
の
申
込

み
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
月
の
行
政
推
進
員
文
書
で

申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
３
月
22
日

健
康
診
査
は
、
自
分
の
健
康
状

態
を
知
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
元
気
な

生
活
を
送
る
た
め
に
も
１
年
に
１

回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

女
性
は
20
歳
を
す
ぎ
た
ら

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

子
宮
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
ィ
ル
ス
が
主
な
原
因
の
が
ん
で

す
。
20
代
か
ら
、
が
ん
発
生
率
が

増
え
て
い
ま
す
の
で
２
年
に
１
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

男
女
と
も
に
30
歳
に
な
っ
た
ら

検
診
受
診
年
齢
で
す

食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
30
代

か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で

の
検
診
な
ど
の
機
会
が
な
い
人
は

主な健診日程
日　程
4月13日 国保人間ドック
5月10･11日 対がん協会健康診査
7月24日 〃
7月29日 女性の検診
8月17日 対がん協会総合検診
11月8日 巡回ミニドック
※詳しい内容は広報と一緒に配布し
ている検診日程表を参照ください
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越
し
先
の
市
区
町
村
で
転
入
の

手
続
き
を
２
週
間
以
内
に
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
印
鑑
登
録
は
転
出
と

同
時
に
そ
の
市
区
町
村
で
の
登

録
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
印
鑑

登
録
が
必
要
な
人
は
、
転
入
先

の
市
区
町
村
で
改
め
て
登
録
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水
道
・
下
水
道

役
場
で
、
住
所
変
更
や
廃
止

届
け
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
水
道
管
凍
結

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

水
落
し
を
し
て
下
さ
い
。

年
金
・
国
民
健
康
保
険
証
・
障

が
い
者
手
帳
な
ど

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
役
場

で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

厚
生
年
金
、
社
会
保
険
に
加

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
に
よ

り
引
越
し
を
す
る
人
が
多
い
時

期
で
す
。

引
越
し
を
す
る
時
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
お
知

ら
せ
な
ど
の
書
類
が
届
か
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

住
所
の
変
更
・
印
鑑
登
録

引
越
し
を
す
る
時
は
、
住
所

変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
外
に
転

出
す
る
時
は
、
町
が
発
行
す
る

「
転
出
証
明
書
」
を
持
っ
て
、
引

入
し
て
い
る
人
は
職
場
に
連
絡

を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
障
が
い

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
役

場
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

電
気
・
電
話
・
郵
便

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
直
接
連

絡
を
し
て
、
変
更
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

■
問
合
せ
／

住
所
変
更
・
印
鑑
登
録
・
国

民
年
金
／
町
民
生
活
課
住
民

係

担
当
＝
佐
々
木
・
工
藤

水
道
・
下
水
道
／
上
下
水
道

課
維
持
係担

当
＝
鈴
木
・
甲
谷

国
民
健
康
保
険
／
保
健
福
祉

課
保
険
医
療
係

担
当
＝
中
田

障
が
い
者
手
帳
／
保
健
福
祉

課
福
祉
係

活
課
生
活
環
境
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
口
・
石
橋

担
当
＝
桜
井
・
谷
井

い
ず
れ
も

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

町
で
は
、
平
成
24
年
度
の
し

尿
収
集
（
く
み
取
り
）
の
申
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
今
月
の
行
政
推

進
員
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
各
自
治
会
で
取
り
ま
と

め
て
、
３
月
16
日
㈮
ま
で
に
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
申
込
み
を
せ
ず
、

24
年
度
中
に
く
み
取
り
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
直
接
収
集

業
者
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
業
者
／
㈲
塚
越
産
業

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
６
３
０

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
生

３月号 25

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

引
越
し
の
多
い
季
節
で
す

転
居
手
続
き
の
確
認

町営
住宅に
空き室がありません
情報　　

3月は公募する住宅がありません
■住宅情報に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎0136-44-2121

担当＝富永・亀山

平成24年2月20日現在

申
込
み
を
お
忘
れ
な
く

し
尿
収
集
の
受
付
開
始



《字曽我》

高橋　道広　様
（祖母が生前お世話になったお礼として）

心の贈り物 善意に感謝します
ニセコ町社会福祉協議会受付分

税
期
限
は
同
日
で
す

■
問
合
せ
／
税
務
課
税
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
重
森
・
浅
井

振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す

納
税
に
は
、
安
全
で
便
利
な

振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

振
替
納
税
を
す
る
た
め
に
は
、

所
定
の
「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

を
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

依
頼
書
は
税
務
署
の
納
税
窓
口

に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
印
刷
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

■
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
１
１
９
２

４
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
、
総
合
体
育
館
の
利
用
時
間

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

冬
期
間
は
午
後
９
時
ま
で
の

開
館
時
間
で
し
た
が
、
４
月
１

日
よ
り
午
後
10
時
ま
で
に
な
り

ま
す
。
開
館
時
間
が
長
く
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
仕
事
の
終
わ

っ
た
後
に
健
康
づ
く
り
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
利
用
時
間
／
午
前
９
時
か
ら

午
後
10
時

○
落
し
物
・
忘
れ
物

体
育
館
内
で
の
忘
れ
物
が
た

く
さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
ご

連
絡
下
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
淵
野
・
上
野

平
成
23
年
分
の
申
告
所
得
税
、

贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
確
定
申
告
の
期
限
と
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
や
相
談
を
す
る
時
は
、

印
鑑
や
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控

除
証
明
書
を
持
参
し
て
お
越
し

下
さ
い
。

■
申
告
・
納
税
期
限
／

（
所
得
税
）
３
月
15
日
㈭

（
贈
与
税
）
３
月
15
日
㈭

（
個
人
事
業
者
の
消
費
税
）

４
月
２
日
㈪

※
い
ず
れ
も
、
申
告
期
限
と
納

広報ニセコ26

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

も
う
お
済
で
す
か
？

確
定
申
告
の
受
付
中
で
す

４
月
か
ら
で
す

総
合
体
育
館
利
用
時
間
変
更

交通事故

盗難事件

温泉施設で盗難事件

温泉施設脱衣所内で、脱衣カゴから財布

が盗まれる事件が2件発生しました。

空き巣事件

一般住宅を狙った空き巣事件が1件発生

しました。

確認不足による事故

1月5日、道道を走行していた自動車が、

見通しの悪い交差点で右側の安全確認を不

十分なまま通過したため、右方から直進し

てきた自動車と衝突する事故が発生しまし

た。

雪道による事故

1月18日、国道を走行中の自動車がアイ

スバーン路面でスリップし、雪山に衝突す

る事故が発生しました。

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

無料ゲームは本当に無料?!

……………　消費生活相談メモ　……………

携帯電話やパソコンを使用するオンラインゲーム。

ゲームの広告やサイトの入り口には「無料」と書か

れている場合が多くあります。

確かにゲームを始める時は無料である事が多いの

ですが、レベルアップのアイテムを獲得することが

有料となっている場合があります。しかし、有料で

あることに気づかず、数多くのアイテムを獲得して

しまい、後日、高額の請求を受ける事があります。

また、アバターと呼ばれる自分のアイコンに着せ

替えするゲームで、複数の有料の着せ替えをさせて

しまい、高額の請求が来る事もあります。

オンラインゲームサイトで遊ぶ場合は利用規定を

よく確認し、有料アイテムの購入は慎重に行いまし

ょう。特に子どもが使用する場合は、ゲーム利用時

の家族内ルールを決めるようにしましょう。

思いがけず高額な請求を受けてしまった場合は相

談窓口へご相談ください。

■問合せ／ようてい地域消費生活相談窓口
☎0136-44-1600

担当＝池田
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産
後
間
が
な
く
保
育
が
で
き

な
い

・
病
気
や
け
が
で
療
養
中
も
し

く
は
医
師
な
ど
の
診
断
に
よ

り
保
育
が
で
き
な
い

・
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
保
育

が
で
き
な
い

・
病
気
や
心
身
に
障
が
い
が
あ

る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

し
て
い
て
保
育
が
で
き
な
い

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

※
一
次
募
集
で
入
所
決
定
を
受

け
て
い
る
人
は
申
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
福
祉

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
谷
井
・
桜
井

法
務
局
で
は
、
く
ら
し
の
中

の
身
近
な
法
律
問
題
や
人
権
擁

護
、
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
登

記
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
出
前

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
や
会
社
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
講
座
科
目
／
法
務
局
で
取
り

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど

第
三
者
（
自
分
以
外
の
人
）
が

原
因
で
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

て
病
院
な
ど
で
治
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
被
害
届
」
を
ニ
セ
コ
町

の
国
保
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
を
出
さ
ず
に
診
療
を
受
け

た
場
合
、
給
付
の
制
限
な
ど
不

利
益
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
示
談
を
済
ま

せ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
取
り
決

め
が
優
先
さ
れ
、
国
保
が
立
て

替
え
た
医
療
費
を
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
国

保
担
当
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
保
険

医
療
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
中
田

札
幌
司
法
書
士
会
で
は
、
高

齢
者
や
育
児
な
ど
で
外
出
が
難

し
い
人
を
対
象
に
、
司
法
書
士

が
自
宅
に
お
伺
い
し
相
続
登
記

に
関
す
る
無
料
訪
問
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
す
る
人
は
電

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
訪
問
相
談
予
約
専
用
電
話
／

☎
０
１
１
‐
５
２
２
‐
５
９
３
６

■
予
約
方
法
／
予
約
専
用
電
話

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
の
司
法
書
士
が
日
程
を

調
整
し
、
後
日
折
り
返
し
連

絡
が
あ
り
ま
す

■
予
約
受
付
時
間
／
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
相
談
料
／
無
料

※
相
談
後
、
相
続
登
記
な
ど
の

手
続
き
を
依
頼
し
た
場
合
、

手
続
き
の
内
容
に
応
じ
て
費

用
が
発
生
し
ま
す

■
実
施
期
間
／
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で

■
問
合
せ
／
札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
‐
２
８
１
‐
３
５
０
５

平
成
24
年
４
月
か
ら
学
童
保

育
所
へ
入
所
す
る
児
童
の
第
一

次
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

定
員
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
第
二
次
募
集
を
行
い

ま
す
。

学
童
保
育
所
の
利
用
希
望
が

あ
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
３
月
19
日
㈪

■
提
出
先
／
保
健
福
祉
課
福
祉

係
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
■
対
象
児
童
／
平
成
24
年
４
月

に
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
児
童

■
月
額
負
担
金
／
５
千
円

■
入
所
条
件
／

保
護
者
（
同
居
の
成
人
す
べ

て
が
）
次
の
条
件
な
ど
に
あ

て
は
ま
る
こ
と

・
住
宅
外
で
常
に
労
働
を
し
て

い
て
保
育
が
で
き
な
い

・
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日
常
の

家
事
以
外
に
常
に
労
働
を
し

て
い
て
保
育
が
で
き
な
い

・
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出

扱
っ
て
い
る
業
務
（
登
記
、

人
権
擁
護
、
戸
籍
な
ど
）

■
対
象
／
会
社
や
町
内
会
な
ど

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
札
幌
法

務
局
倶
知
安
支
局

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
０
２
３
２

担
当
＝
岡
田

今
回
は
、
北
海
道
立
近
代
美

術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道

立
近
代
美
術
館
の
名
品
１
０
０
」

を
見
学
し
ま
す
。

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ

い
。

■
日
時
／
３
月
23
日
㈮

午
前
８
時
総
合
体
育
館
前
集
合

■
参
加
料
／
観
覧
料
と
し
て

６
０
０
円
（
昼
食
代
別
）

■
申
込
期
限
／
３
月
16
日
㈮

■
対
象
／
町
内
に
在
住
の
18
歳

以
上
の
男
女

■
定
員
／
40
人

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民

学
習
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
上
野
・
淵
野

事
故
な
ど
で
通
院
す
る
と
き

は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

身
近
だ
け
ど
知
ら
な
い
こ
と

法
務
局
出
前
講
座
受
付
中

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

成
人
学
級
参
加
者
募
集

注
　
意

司
法
書
士
が
訪
問
し
ま
す

相
続
登
記
無
料
相
談

相
　
談

ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す

学
童
保
育
所
入
所
児
童
募
集

募
　
集
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数
月
の
第
一
土
曜
日
に
行
い
ま

す
。
大
人
向
け
の
会
で
す
が
、

子
ど
も
連
れ
の
参
加
も
可
能
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時
／
４
月
７
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
３
時

■
場
所
／
あ
そ
ぶ
っ
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■
問
合
せ
／
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

と
か
え
る
の
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
９
０
８
５
‐
６
８
４
４

（
午
後
６
時
か
ら
９
時
）

メ
ー
ル
　o

ta
m
a
to
ka
e
ru

_n
is
e
ko
@
ya
h
o
o
.c
o
.jp

担
当
＝
佐
々
木
さ
ん

有
島
地
区
の
通
称
「
宮
山
」

は
、
以
前
こ
の
場
所
に
有
島
武

郎
が
農
場
開
放
を
宣
言
し
た
弥

照
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

有
島
記
念
館
か
ら
宮
山
ま
で

を
歩
き
、
春
の
息
吹
と
里
山
の

風
景
を
眺
め
、
郷
土
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
温
か
い
甘
酒
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
17
日
㈯

午
前
９
時
30
分
有
島
記
念
館

集
合

※
暖
か
く
、
歩
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
有
島
記

念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
伊
藤

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
か
え
る

の
会
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
性
教
育

研
究
者
、
メ
グ
・
ヒ
ッ
ク
リ
ン

グ
さ
ん
の
性
の
健
康
教
育
を
中

心
と
し
た
情
報
交
換
会
を
、
偶

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

武
郎
の
見
た
景
色
を
楽
し
む

宮
山
登
山
会
開
催

募
　
集

「
メ
グ
さ
ん
の
か
ら
だ
の
科
学
」

情
報
交
換
会

●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします。
●1月14日から2月13日までに行われた入札や随意契約は次の
とおりです。
※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです。

契約結果を公表します

ニセコ町民センターコートスタンド等備品一式
予定価格：2,177,700円 契約金額：2,026,500円

落 札 率：93.1％ 契約相手：矢橋商店

ニセコ町民センター演台等備品一式
予定価格：2,459,100円 契約金額：2,362,500円

落 札 率：96.1％ 契約相手：渡辺商店

ニセコ町民センター各部屋ブラインド一式
予定価格：2,211,300円 契約金額：2,079,000円

落 札 率：94.0 ％ 契約相手：㈲ファッションアオバ

テレビ一式
予定価格：695,100円 契約金額：651,000円

落 札 率：93.7 ％ 契約相手：㈲高山デンキ

Ｑ．営業職の知人から「営業成績をあげるために、

店の商品をクレジットで買ったことにして協力して

くれないか。名義を借りるだけで、クレジット代金

は私が払うから心配ない。」と頼まれました。この知

人には、以前お世話になったこともあるので、クレ

ジット代金を払わなくて済むなら名義を貸してあげ

ようかと思うのですが、どうでしょうか？

Ａ．名義を貸してはいけません。

自分の名義でクレジット会社とクレジット契約を

結ぶということは、クレジット代金を支払う法律上

の義務を自分が負うということです。もし、知人が

約束通りにクレジット代金を支払ってくれない場合、

あなたがクレジット代金の支払いを免れるのは困難

です。また、そもそも、商品を自分が買ってもいな

いのに買ったように装ってクレジット契約を結ぶこ

とは犯罪にもなりかねません。

ですから、知人を助けてあげたいと思っても、ク

レジットの名義貸しには応じてはいけません。

弁護士　畠山興一の

くらしのお悩み
法律相談所

クレジットの名義貸し

畠山弁護士の事務所／岩内ひまわり基金法律事務所
岩内町字万代３-９中央ビル３階
☎0135-61-4777 FAX0135-61-4888

20歳になられた学生のみなさんへ

……………　年金だより　……………

国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳ま

での人が加入することとなっており、学生であって

も20歳以上であれば加入して保険料を納めること

になります。

しかし、学生の人は所得が少ないなどの理由によ

り保険料を納めることが経済的に困難な場合が多い

ため、在学期間中の保険料の納付を猶予する「学生

納付特例制度」があります。

学生納付特例の申請は、在学証明書などを添付の

うえ、役場窓口で行ってください。

■年金に関する問合せ／

年金ダイヤル　　　☎0570-05-1165

小樽年金事務所　　☎0134-23-4236

町民生活課住民係　☎0136-44-2121

担当＝工藤・佐々木



昨
年
の
３
月
11
日
に
発
災

し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し

て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
か
ら
一
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災

と
原
発
事
故
に
よ
り
、
戦
後

最
大
の
悲
し
み
と
苦
難
が
日

本
社
会
を
蓋
い
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
現
在
も
、
復
旧
が

進
ん
で
い
な
い
多
く
の
地
域

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
原

発
事
故
は
、
今
な
お
収
束
を

み
て
い
ま
せ
ん
。
戦
後
日
本

は
、
被
爆
国
と
し
て
﹁
原
子

爆
弾
の
悲
惨
さ
﹂
と
と
も
に

﹁
核
の
廃
絶
﹂
を
世
界
に
訴
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
本
が
、

こ
れ
ま
で
安
全
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
た
原
発
の
事
故
に
よ

り
、
自
ら
の
国
民
を
被
曝
さ

せ
る
と
い
う
悲
惨
な
結
果
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
福
島
原
発
の
事
故
に

学
び
、
再
び
原
発
事
故
の
起

こ
ら
な
い
安
全
な
社
会
を
、

私
た
ち
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
築
い
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

こんにちは

町長です

３月号 29

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か

ら
働
く
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
す
る
の
は
４
件
の
職

種
で
す
。

同
時
に
複
数
の
職
種
に
応
募

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

職
種
に
よ
っ
て
採
用
条
件
や
勤

務
内
容
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

応
募
す
る
人
は
、
締
切
日
ま

で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
必
ず
本
人
が

直
接
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
公
民
館
内
）
に
持
参
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
採
用
は
書
類
及
び
面

接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

■
履
歴
書
の
提
出
期
限
／

３
月
14
日
㈬

■
提
出
先
／
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

■
面
接
日
／
３
月
19
日
㈪

■
面
接
会
場
／
ニ
セ
コ
町
役
場

○
ニ
セ
コ
小
学
校
・
ニ
セ
コ
中

学
校

■
職
種
／
臨
時
事
務
員

■
募
集
人
数
／
２
名
（
各
学
校

に
１
名
）

■
職
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
事
務
な
ど

■
雇
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
９
月
30

日
ま
で

■
応
募
資
格
／

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

で
59
歳
以
下
で
健
康
な
人

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
人

■
勤
務
日
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
夏
季
・

冬
季
休
業
期
間
は
休
み

（
行
事
の
都
合
に
よ
り
休
日

に
勤
務
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

■
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
〜
午

後
４
時
30
分

（
勤
務
時
間
は
週
30
時
間
未

満
）

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

○
ニ
セ
コ
高
校

■
職
種
／
臨
時
事
務
員

■
募
集
人
数
／
１
名

■
職
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
事
務
な
ど

■
雇
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
９
月
30

日
ま
で

■
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
40
分

〜
午
後
５
時
15
分

■
賃
金
／
日
額
６
、
４
０
０
円
〜

○
有
島
記
念
館

■
職
種
／
臨
時
事
務
員

■
募
集
人
数
／
３
名

■
職
務
内
容
／
一
般
事
務
全
般
、

館
内
展
示
作
業
な
ど

■
雇
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
で
、
12
ヶ
月
、
８
ヶ

月
、
７
ヵ
月
の
期
間
の
い
ず

れ
か

■
応
募
資
格
／

・
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

で
59
歳
以
下
で
健
康
な
人

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
人

■
勤
務
日
／
シ
フ
ト
制
で
、
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
勤

務
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

■
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
40
分

〜
午
後
５
時
15
分

■
賃
金
／
日
額
６
、
４
０
０
円
〜

■
す
べ
て
の
職
種
の
申
込
み
・

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
総
務

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
０
１

担
当
＝
三
橋
・
横
山
　
　

４
月
か
ら
の
勤
務
で
す

臨
時
職
員
の
募
集

募
　
集

■
応
募
資
格
／

・
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上下水道料金
の納期です

口座引落しは28日（水）
※口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします

■上下水道料金の問合せ／上下水道課

☎0136-44-2121

3月は

広報ニセコ30

＝公民館 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝役場 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝運動公園 ＝あそぶっく ＝町民センター

●おはなしのかい／

：10:30〜

●施設・学校見学会／

国際交流施設：10:30

〜正午

●英会話教室／　：

15:30〜

●チェルノブイリハー

ト映画上映会／　：

10:15〜

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●リサイクルバザー／　

：9:30〜

にこにこ広場Ｐ22参照

●リズム発表会／　：

10:00〜

●チェルノブイリハー

ト映画上映会／　：

18:30〜

●ニセコＧＳスキー大

会第１戦／モイワスキ

ーリゾート：9:30〜

●ニセコ小卒業式／ニ

セコ小：9:15〜

●宮山登山会／　：

9:30〜

くらしの情報Ｐ28参照

●ニセコＧＳスキー大

会第２戦／モイワスキ

ーリゾート：9:30〜

●すこやか健康教室

（東）／綺羅乃湯：

10:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●あそぶっく講座／

：14:00〜

あそぶっくだよりＰ23参照

●ニセコマラソンフェ

スティバル／陸上競技

場：8:45〜

くらしの情報Ｐ○参照

●近藤小学校卒業式／

近藤小：10:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●放課後子ども教室／

：9:30〜

●幼児センター卒園

式／　：10:00〜

春分の日 ●おばんです町長室／

：17:00〜19:00

● 幼児センター入園

式／　：10:00〜

● 近藤小、ニセコ小

入学式／10:00〜（予

定）

● ニセコ中入学式／

13:30〜（予定）

●メグさんのからだの

科学情報交換会／　：

13:00〜

くらしの情報Ｐ28参照

●ラジオニセコ開局

★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後9時
土曜日…午前9時から午後9時
日曜日…午前9時から午後5時
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●寿大学学習会・修了

式／　：10:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●近藤小、ニセコ小修

了式

●幼児センター修了式

●成人学級／　：8:00

〜

くらしの情報Ｐ27参照

●ニセコ中卒業式／ニ

セコ中：9:00〜

●子育て講座／　：

10:00〜

にこにこ広場Ｐ22参照

●あそぶっくらぶ読み

聞かせ／　：14:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●ニセコＧＳスキー大

会第３戦／モイワスキ

ーリゾート：9:30〜

●あそぶっく講座／

：14:00〜

あそぶっくだよりＰ23参照

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

●夜間・休日の救急・急病対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141
●平日夜間、土・休日対応

蘭越診療所（蘭越）
☎0136-57-5424

くとさん外科胃腸科（倶知安））
☎0136-21-6410

●急患受付
365日24時間対応

●平日夜間受付
午後5時～午後7時

●土曜受付
正午～午後5時

●日曜・祝日受付
午前9時～午後5時



人の動き（1月末現在）
人口 4,742
（前月比＋23）
男 2,345
（前月比 ＋8）
女 2,397
（前月比＋15）
世帯 2,208
（前月比＋12）

外国人 94
登録者（前月比－32）

広報ニセコでは行事などで写真を撮影しています。
広報誌に掲載されたものなど、写真のデーターを無
料でお渡しできますので、
希望する人はぜひ広報広聴係へお問合せください。

今月の記事でお知らせできなかった、
みなさんの笑顔や表情を写真でおとどけします。

「
噛
ま
れ
る
と
賢
く
な
る
ん
だ
っ
て
」

演
劇
中
に
登
場
し
た
獅
子
舞
い
の
噛
み
つ
き
を

受
け
る
神
原
小
夏
ち
ゃ
ん

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
『
観
劇
』
に
て
）

先
日
行
わ
れ
た
全
町
児
童
生
徒
ス
キ
ー

大
会
の
日
は
、
と
て
も
と
て
も
寒
い
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
身
を
切
る
よ
う
な
冷
た

い
風
と
、
ど
ん
ど
ん
降
っ
て
く
る
雪
の
中
、

さ
す
が
ニ
セ
コ
の
子
ど
も
た
ち
。
待
っ
て

い
る
間
も
楽
し
そ
う
で
、
本
番
も
元
気
に

ゲ
レ
ン
デ
を
滑
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
持
つ
手
も
悴
ん
で
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
押
せ
な
い
ほ
ど
限
界
を
感

じ
て
い
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と

そ
れ
を
見
守
る
父
兄
た
ち
の
応
援
の
熱
を

も
ら
い
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
１
日
で
し

た
。

（
ゆ
）

雪
山
を
元
気
に
滑
り
降
り
る
、
右
か
ら
田
中
美

月
ち
ゃ
ん
、
鈴
木
華
ち
ゃ
ん
、
岡
田
匠
真

た
く
ま

く
ん

今
月
の
表
紙

測定日 2月15日までの

1ヵ月間

最高値　0.067μSv/h

最低値　0.030μSv/h

平均値　0.056μSv/h

※空間放射線量率は平常レ
ベルです

町内の放射線量の状況
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